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１．中山間地域の道の駅等を拠点とした自動運転サービス実証実験の実施箇所

島根県飯石郡飯南町
（道の駅 赤来高原）

いいしぐん いいなんちょう

熊本県葦北郡芦北町
（道の駅 芦北でこぽん）

あしきたぐん あしきたまち 滋賀県東近江市蓼畑町
（道の駅 奥永源寺 渓流の里）

ひがしおうみし たてはたちょう

栃木県栃木市西方町
（道の駅 にしかた）

とちぎし にしかたまち

秋田県北秋田郡上小阿仁村
（道の駅 かみこあに）

きたあきたぐん かみこあにむら
北海道広尾郡大樹町
（道の駅 コスモール大樹）

ひろおぐん たいきちょう

山形県東置賜郡高畠町
（道の駅 たかはた）

ひがしおきたまぐん たかはたまち

茨城県常陸太田市
（道の駅 ひたちおおた 及び

高倉交流センター）

ひたちおおたし

富山県南砺市
（道の駅 たいら）

なんとし

長野県伊那市
（道の駅 南アルプスむら長谷）

いなし

岡山県新見市
（道の駅 鯉が窪）

にいみし

徳島県三好市
（道の駅 にしいや・かずら橋夢舞台）

みよしし

福岡県みやま市
（みやま市役所 山川支所）

新潟県長岡市
（やまこし復興交流館おらたる）

ながおかし

岐阜県郡上市
（道の駅 明宝）

ぐじょうし

愛知県豊田市
（道の駅 どんぐりの里いなぶ）

とよたし

滋賀県大津市
（道の駅 妹子の郷）

おおつし

山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

うべし

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１１/２～１２/２１
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１１/５～１１/２９
使用車両： 先進モビリティ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１２/９～Ｈ３１.２/８
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３１.１/２７～３/１５
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.６/２３～Ｒ１.７/２１
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.５/２１～Ｒ１.６/２１
使用車両： 先進モビリティ

Ｈ３０年度～ ： ８箇所

Ｈ２９～３０年度：１８箇所

（短期の実証実験）

（長期の実証実験）

（社会実装）

Ｒ元年度～ ： ３箇所

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.１１/１５～１２/２０
使用車両： ヤマハ

【本格導入】R１．11/30～

【長期の実証実験】
実施期間： R２.９/１～R２.１０/１０
使用車両： ヤマハ

（※長期、社会実装箇所を含む）

（※社会実装箇所を含む）

【本格導入】R3．4/23～

R3年7月時点

【本格導入】R3.秋（予定）

【本格導入】R3．7/19～
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２．飯南町の現状 （１）地域特性及び課題
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１５歳未満 １５歳～６４歳 ６５歳以上 年齢階層計

○人口4,755人（5,000人を下回る）、世帯数2,053戸(令和2年9月1日現在)
○島根県中南部にあり、広島県との県境、中国山地の脊梁部に位置

○周囲を 1,000 m前後の琴引山や大万木山などに囲まれ、平坦地の標高
が約 450 mの県下でも代表的な高原地帯

○中国地方でも有数の豪雪地帯
○面積は 242.88km2 (東西 32km 、南北 32km )で、約 90 %が山林・原野

●飯南町の人口・面積

●少子高齢化の現状
○人口は年々減少傾向にあり、65歳以上の高齢者の割合は4割以上

▲飯南町の高齢化率（国勢調査各年）

4割以上

●産業
○自然豊かな地域資源を活かし、農業や観光産業に力を入れている。

○観光分野では、全国でも先進的な森林セラピー基地の開設や大しめ
なわ創作館の開館などに取り組んできた

○観光事業の中心を担う観光協会を法人化し、自主的な観光事業を展開で
きる体制を整えている

出典：飯南町観光協会ホームページ

観光リンゴ園
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▲飯南町の5歳階級別の人口（国勢調査H27年）
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２．飯南町の現状 （２）まちの強み

田舎暮らしの本
２０２１年２月号

（発行所：㈱宝島社）

「住みたい田舎」
ベストランキング

【町のランキング】

子育て世代が住みたい田舎

若者世代が住みたい田舎

シニア世代が住みたい田舎

総合

全国１位

１位

２位

１位

・住みたい田舎ベストランキングで総合１位を獲得しており、魅力あるまちとしてのポテンシャルを有している。
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２．飯南町の現状 （３）赤名地区のめざす方向

・飯南町では、『小さな拠点づくり』の第一歩として平成30年度より全地区で『集落実態調査』を実施。

・地域住民の多世代の方々が集まって、ワークショップで地域の課題や今後の地域のあり方についてまとめている。

・赤名地区では、地域の交流や外出による賑わいや絆をテーマにまちづくりに取り組んでいる。
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・低速でオープンな自動運転は、地域の賑わいや交流を生み出す装置としての役割も期待される。

6

２．飯南町の現状 （４）赤名地区のめざす方向

“ゆっくりなので会話が弾む“

“歩いている人とも
声をかけあえる“

“とりあえず乗ってみたくなる“

“車内からがコミュニティスペース“

絆
を創りだす装置

すれ違う人が、決まって手を振って、
挨拶を交わします。

小学生が行きかう通学路も低速で安全です。
一般の車も自然とのんびり走ることが期待されます。

“天気がいいね” “風が気持ちいいね”など、
自然と会話が弾みます。

子ども～お年寄りまでみんなが“乗ってみたく”、
そして“関わってみたく”なる乗り物です。

“自然と歩くひとが
優先されるエリアに“
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２．飯南町の現状 （４）赤名地区のめざす方向

・飯南町では、第２次飯南町地域公共交通計画において、今後、自動運運転サービスが町の公共交通網に加わること

について明記し、引き続き検討を続けていく。

ｘ
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○設置者：飯南町

○所在地：
島根県飯石郡飯南町下赤名880-3

○路線名：一般国道54号

○道路管理者：国土交通省

○整備手法：一体型

○管理･運営者：
一般社団法人飯南町観光協会

道の駅の概要

道の駅の多様な機能

道の駅 赤来高原 道の駅 駐車場

物販施設おむつ自動販売機授乳スペース

３．道の駅「赤来高原」について

・赤来高原では、女性駅長会にも所属する駅長や飯南町観光協会が、女性や子育て世代にもやさしい道の駅を目指し、

先進的な取り組みを行っている。

8

交流機能（フリースペース）
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【目 的】
○ 走行技術の検証（自律型車両）
○ 高齢者等の移動手段の確保
○ 貨客混載による物流の人材不足解消等
【結 果】
○ 買物などの日常生活の移動手段としての可能性
○ 観光振興での活用にも期待
○ 貨物は、荷積み・荷受けの仕組みづくりなどが課題。
○ 田園地帯では、LiDARの自己位置特定が困難
○ 路上駐停車の回避や、対向車とのすれ違いが困難

①短期実験 （H29.11.11～17：1週間）

【目 的】
○ 高齢者等の日常生活の移動手段の確保
○ 既存公共交通（路線・生活バス）との乗り継ぎ
○ 有償ボランティアによる運転手の確保
○ 安全な自動運転走行空間の確保
○ アクセス強化による観光地等の集客向上

自動運転車両をカートタイプ（路車連携型車両）で赤名集落内を循環するルートを設定

②長期実験 （R2.9.1～10.10：40日間）

４．自動運転サービスのこれまでの取組経緯

社会実装へ向けた検討や取組を継続

主に技術検証

路車連携型 専用空間 運行管理

多様な料金体制（有償事業）
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５．長期実験を踏まえた課題と社会実装時の対応方針

項目 長期実験のまとめ 実装に向けた検討課題 実装計画での対応方針

1
技
術
面

1-1
走行
空間
の確保

●電光掲示板や回転灯は、事前警告による待機などの対応
は２割程度で、自動運転車両に遭遇してからでも退避が
可能であることが伺える。

●専用空間や路面標示は、走行の妨げにならないように住
民の協力が得られた。

●民家や店舗が連担する赤名宿ルートにおいての路上駐停
車等への配慮など、地域の方の協力による走行路の確保
が実装時においては重要。

●民家連担地での路上駐停車等への対応

◆路面標示対策
本格運行後、一定期間、周知を目的に
路面標示を行う。
◆チラシ等の周知
赤名地区住民や事業者等へ誘導線上の
路上駐停車に対する協力の依頼・周知を
行う。

1-2
運行
管理
システム

●運行管理のシステムの活用により、大きなトラブルはなく、円
滑な管理を行った。

●予約方法については、約98%が電話・窓口等での予約。
●利用者からは、事前登録や事前予約に対する抵抗感の声
が聞かれた。

●高齢者のニーズに合った利用ルールの改善
ex.簡易な予約システム、予約不要の乗車

リアルタイムの乗車満空情報の提供 等々

◆予約なしルール
ただし、満空情報等の提供の仕組みを開
発し、利用者の利便性向上に配慮。

2
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
面

2-1
事業
実施
体制

●飯南町による自家用有償旅客運送を基本に、「飯南町観
光協会」への運行委託とするスキームで問題は無かった。

●運行には、地元の交通事業者からの助言・協力を受けたこ
とで、安全な運行が出来た。

●本格導入時には、有償ボランティアとしての協力意向も確
認できている。

●協力条件としては、「自分の空いている時間だけの勤務」な
ど柔軟性が必要。

●交通事業者との連携や支援など、安全及び
持続可能な運行・管理体制の構築

●ドライバー・オペレータ等の人員確保及び従
事方法の工夫

◆交通事業者への委託
飯南町による自家用有償旅客運送事業の
もと、地元交通事業者への運行委託を行う。

2-2
多様な
連携
方策

●新型コロナウイルス感染拡大が懸念される中で、大規模イ
ベントではなく、地元の方を中心に自動運転に親しむ機会
や将来を考える取組を行った。

●地域住民や観光事業者等を巻き込みつつ、
自動運転サービスをツールとした外出機会
の創出や地域振興への展開し、利用者を
増やす取組みが必要。

●自動走行環境（インフラ等）を地域資源とし
て捉え、民間・大学等の実験フィールドとし
て活用し、先端技術のまちづくりの推進。

◆地域内での多様な連携
地域振興課・観光協会を中心とした活性
化・まちづくりを通じて、中・高生の学習の場、
機会創出する。
◆大学の研究活動
広大・島根大等との官学連携を図る

2-3
事業
採算性

●自動運転サービスの実装時には、住民の約５割が「月に何
度か」以上は利用したいと考えている。

●「あまり利用したいと思わない」方の理由は、「まだ自分で運
転できる」からであり、将来の潜在需要が存在。

●自動運転サービスを地域に導入することに対する意見は、1回以上
利用された方で、賛成が約８割で、反対者はゼロという結果が
得られている。

●顕在化した需要や潜在的な需要を取り込め
る運行形態（ダイヤ・利用ルール）の工
夫。

●長期実験では検証できていない、運賃収入
以外の収入源の確保による持続可能な運
営方法の検討

◆運賃外収入
地域公共交通確保維持事業（地域内
フィーダー系統補助）等の活用を予定
その他、広告収入など運賃外収入の確保
を検討していく。
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出典：地理院地図

６．運行計画（案） （１）運行ルート

11

・地域住民のニーズを踏まえ、買物等の往復で利用できるようショートカットルートによる短距離の高頻度運行等に取り

組む。
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赤来高原

飯南町役場

赤名公民館

赤名駅

赤来観光ボタン園

萌美野
赤名保育所下市会館満福亭

つだストアー

井上治療院 美容院
銀行

赤名酒造

薬局

中市上自治会

福島邸

赤名小学校

赤名宿ルート約2.7km／周
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福島邸（コミュニティスペース）
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集落(赤名地区)

Aコープ赤名店
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憩いの郷衣掛

吉川吉盛堂

：赤名宿ルート

【島根県】

広島県
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5

【
凡
例
】

：停留所
：主要施設等道の駅「赤来高原」 産直市「ぼたんの郷」

54

瀬戸山城登山口（案内）

停留所⑨が最寄
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地域実験協会議６．運行計画（案） （２）運行形態等について

運行計画（案） 基本的な考え方

運
行
時
間

平
日

10：00～
15：00

〇マーケットや道の駅、ぼたんの郷など、
赤名地区での買い物利用を重視

〇路線バスとの接続（赤名駅）も重視

休
日

11：00～
15：00

〇町外からの観光客等の
ピーク時間を考慮

運
行
日

平
日

月・火・木
（週３日） 〇平日3日、休日2日のスモールスタート

※全て定時定路線を基本とする。休
日

土・日
（２日）

運
行
方
法

平
日

エリア運行
＋周回運行

〇北と南でエリアを分け、エリア運行での
高頻化による利便性向上

〇多様な移動ニーズに配慮し、周回運行
は継続して設ける。

休
日 周回運行

〇町外利用者（観光客）は、定額券利用と
する為、サービスの対価として乗車時間
の長い周回運行を行う。

・地元関係者との意見交換会等を踏まえ、フルサービスではなく、平日3日、休日2日のスモールスタートで検討。

・平日は地域住民の買い物利用を想定し、エリアを分けた高頻度の運行、休日は町外利用者（観光客等）を想定し、周

回運行。

・スモールスタートでの本格運行を前提に長期実験時に実施したリンゴ園ルートや路肩の専用空間は対象外とした。

0
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10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台

（人/日）

※調査2日間 （4/8木、4/9金）の来店者数平均値

0%

20%

40%

60%

80%

100%

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

n=21

▼Aコープ時間帯別来店者数（Aコープでのニーズ調査時）

▼外出する曜日（高齢者でのサロンニーズ調査結果）

特定時間への
集中需要等は無い

運行後の
利用状況を
モニタリング

12継続的に、適宜見直し・改善を図る

特定曜日への
集中需要等は無い

運行後の
利用状況を
モニタリング

見直し
改善

見直し
改善



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

ルート 便
出発時刻
発地

（運行時間）
走行ルート図

エ
リ
ア
運
行
（
南
側
）

7便目
13：40
赤名駅発
（10分）

8便目
13：55
赤名駅発
（10分）

9便目
14：10
赤名駅発
（10分）

周
回
ル
ー
ト

10便目
14：30
赤名駅発
（26分）

ルート 便
出発時刻
発地

（運行時間）
走行ルート図

周
回
運
行

1便目
10：15
道の駅発
（23分）

エ
リ
ア
運
行
（
北
側
）

2便目
10：45
道の駅発
（15分）

3便目
11：00
道の駅発
（15分）

4便目
11：15
道の駅発
（13分）

周
回
ル
ー
ト

5便目
11：40
赤名駅発
（26分）

休憩

6便目
13：05
赤名駅発
（26分）

・１日１０便の運行において、買物や路線バスとの乗り継ぎ、サロン参加、道の駅、金融・行政手続きなど、多様な目的

をカバーしつつ、最もお出かけ頻度が高い、買物の利用を便利にするため、エリア運行を導入。

13

６．運行計画（案） （３）平日ダイヤ

午前中に
買物

北エリア 南エリア

図 ショートカットルートの運用イメージ

午後に
買物

北と南を繋ぐ周回運行



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

バス停 第１便 第２便 第３便 第４便 第５便

休
憩

45
分

第６便 第７便 第８便 第９便 第１０便

周回運行 エリア運行
北ルート

エリア運行
北ルート

エリア運行
北ルート 周回運行 周回運行 エリア運行

南ルート
エリア運行
南ルート

エリア運行
南ルート 周回運行

0 赤名駅 11:40 13:05 14:30
1 道の駅赤来高原 10:15 10:45 11:00 11:15 11:42 13:07 14:32
2 飯南町役場 10:17 10:47 11:02 11:17 11:45 13:10 14:35
3 農林会館 10:19 10:49 11:04 11:19 11:47 13:12 14:37
4 赤名保育所 10:21 10:51 11:06 11:21 11:48 13:13 14:38
5 満福亭付近(仮) 10:22 10:52 11:07 11:22 11:49 13:14 14:39
6 下市下 10:23 10:53 11:08 11:23 11:51 13:16 14:41
7 つだストアー前 10:24 10:54 11:09 11:24 11:52 13:17 14:42
8 町営バス車庫 10:25 10:55 11:10 11:25 11:53 13:18 14:43
15 Aコープ 10:56 11:11 11:26
16 赤名駅 10:57 11:12 11:27 13:40 13:55 14:10
9 赤名上市 10:26 11:54 13:19 13:41 13:56 14:11 14:44
10 衣掛団地 10:28 11:56 13:21 13:43 13:58 14:13 14:46
11 飯南自動車裏 10:29 11:57 13:22 13:44 13:59 14:14 14:47
12 上市上 10:30 11:58 13:23 13:45 14:00 14:15 14:48
13 赤名小学校前 10:31 11:59 13:24 13:46 14:01 14:16 14:49
14 福島邸前 10:32 12:00 13:25 13:47 14:02 14:17 14:50
15 Aコープ 10:34 12:01 13:26 13:48 14:03 14:18 14:51
16 赤名駅 10:35 12:03 13:28 13:50 14:05 14:20 14:53
1 道の駅赤来高原 10:38 11:00 11:15 12:05 13:30 14:55

たたらば発→赤名駅11:30着 三次発→赤名駅12:57着 たたらば発→赤名駅14:23着

赤名駅11:38発→たたらば行 赤名駅13:20発→たたらば行 赤名駅14:30発→三次行

６．運行計画（案） （３）平日ダイヤ

・北エリアからAコープ、南エリアからAコープや赤名駅などへアクセスしやすいよう、エリア運行は１0～15分間隔で運行。

・その他、サロン参加やお出かけなど多様な目的に対応する周回運行を１周約３０分で運行。

14
※たたらば発:松江方面



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

走行ルート図

周
回
ル
ー
ト

バス停 第１便 第２便

休
憩

50
分

第３便 第４便 第５便 第６便
周回運行 周回運行

1 道の駅赤来高原 11:00 11:30 13:00 13:30 14:00 14:30
2 飯南町役場 11:02 11:32 13:02 13:32 14:02 14:32
3 農林会館 11:04 11:34 13:04 13:34 14:04 14:34
4 赤名保育所 11:06 11:36 13:06 13:36 14:06 14:36
5 満福亭付近(仮) 11:07 11:37 13:07 11:37 14:07 11:37
6 下市下 11:08 11:38 13:08 13:38 14:08 14:38
7 つだストアー前 11:09 11:39 13:09 13:39 14:09 14:39
8 町営バス車庫 11:10 11:40 13:10 13:40 14:10 14:40
9 赤名上市 11:11 11:41 13:11 13:41 14:11 14:41
10 衣掛団地 11:13 11:43 13:13 13:43 14:13 14:43
11 飯南自動車裏 11:14 11:44 13:14 13:44 14:14 14:44
12 上市上 11:15 11:45 13:15 13:45 14:15 14:45
13 赤名小学校前 11:16 11:46 13:16 13:46 14:16 14:46
14 福島邸前 11:17 11:47 13:17 13:47 14:17 14:47
15 Aコープ 11:19 11:49 13:19 13:49 14:19 14:49
16 赤名駅 11:20 11:50 13:20 13:50 14:20 14:50
1 道の駅赤来高原 11:23 11:53 13:23 13:53 14:23 14:53

・休日は観光客を対象に銀山街道赤名宿を周遊する周回ルートを６便／日運行する。

・赤名宿ルートは銀山街道赤名宿に由来しており、歴史を表す史跡が残っている。

６．運行計画（案） （４）休日ダイヤ

登山口

瀬戸山城

銀山街道の道標

歴史を散歩するルートとして、
観光客をターゲットに休日運行

15



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議６．運行計画（案） （５）ユースケース

【概要】 地域のサロン参加や道の駅での食事など、高齢者等が気軽に外出できる機会を創出し、地域の賑わい創出

【ターゲット】福島邸や公民館、更には道の駅のフリースペースなど公共空間へ積極的に出かけたい地域住民

ユースケース１：サロン活動へ参加し、道の駅で食事して帰宅する地域を満喫する使い方

16

サロン等の地域の
あつまりに
気軽に参加

福島邸

道の駅で食事を
して帰宅

道の駅
「赤来高原」

下市下

朝からお出かけ

１
10：23

２
10：32

3

12：00

12：05

13：07

13：16
サロン参加

昼過ぎに帰宅

行 程

①自宅

②福島邸

③道の駅

①自宅

10：23

10：32

12：00

12：05

13：07

13：16

第
1
便

約1時間

②福島邸

③道の駅

約1時間 食事

第
５
便

第
６
便



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議６．運行計画（案） （５）ユースケース

【概要】 自分でスーパーへ行って欲しいものを選んで買いたいという高齢者の買物支援に利便性の高い高頻度運行

【ターゲット】自分で買物へ行きたいが、重たい荷物や長時間外出するのに不安な高齢者

ユースケース２：日常のお買い物を満喫する使い方

17

下市下

Aコープ

道の駅
「赤来高原」

分岐でショートカット

重たい荷物も
気軽に買物

第2便～第4便
高頻度で循環

下市下 １

午前中に買物完了！

②Aコープ

お出かけから

約１時間で帰宅

朝から買物へ

2

10：53

10：56

行 程

①自宅10：53

10：56

11：26

11：51

第
２
便

約30分

第
４
便

②Aコープ

お買い物

①自宅



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議６．運行計画（案） （５）ユースケース

ユースケース３：ちょっとした買い物を素早く済ませたい方の使い方

18

衣掛団地

Aコープ

分岐でショートカット

第7便～第9便
高頻度で循環

分岐で
ショートカット

ちょっとした
買物

風を満喫

ショートカットで
あっという間に到着

１

2

【概要】 短時間のちょっとした買物目的の支援に利便性の高い高頻度運行

【ターゲット】 １０分程度の短時間で終わる買物をしたい高齢者

昼過ぎに帰宅

②Aコープ

お出かけから

約30分で帰宅

行 程

①自宅13：43

13：48

14：03

14：13

第
7
便

約30分

第
８
便

②Aコープ

お買い物

①自宅

風を満喫



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議６．運行計画（案） （５）ユースケース

【概要】地区外への通院等の外出時の既存路線バスとの乗り継ぎ利用

【ターゲット】 地区外へ通院等で外出し、自宅へ帰宅する高齢者

ユースケース４：地区外への通院から帰宅して、シームレスに帰宅する使い方

衣掛団地

赤名駅
11：30到着

赤名駅

頓原地区
総合病院

三次市
総合病院

赤名駅
12：57到着

路線バスから自動運転に乗り換えて、便利に帰宅

道の駅
「赤来高原」

風を満喫して帰宅

②赤名駅

１

2

③自宅（衣掛団地）

3

4

行 程①

11：30

第
５
便

●月▲日 午前
～路線バスで飯南病院に通院～

①飯南病院

11：40
乗換

11：56

④三次市の総合病院

行 程②
●月▲日 午前

～路線バスで三次中央病院に通院～

②赤名駅

第
6
便

13：05
乗換

13：21 ③自宅（衣掛団地）

風を満喫して帰宅

12：57

19



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

③定期券
料 金：1,000円／1ヵ月（※月末締め）
ニーズ：通勤や業務、買物などで赤名地区内を

頻繁に移動する方への定額サービス
月１０回乗れば100円/回（半額）
となるお得なサービス

期待効果：安定した収入確保

①基本運賃
料 金：200円／回
ニーズ：主に休日の観光客や町内他地区から

の試乗乗車、更には県外等からの視察
の方をターゲットに１回

期待効果：道の駅でのチケット購入などの手
間を省き、どこでも気軽に乗車でき
るよう配慮し運賃を現金制とする。
気軽に利用（体験）を促進
利用の普及

▲福井県永平寺の例

②回数券
料 金：1,000円／6枚
ニーズ：地区外の病院への通院や

定例の高齢者サロンなど
週１、２回程度の外出
ニーズがある方へのサービ
スとして回数券を採用

期待効果：利用頻度の向上、
外出促進

20

６．運行計画（案） （６）運賃体系（案）

・長期実験での実績等を踏まえ、住民の利用頻度等に配慮した多様な料金体系を整える。

・観光客等をターゲットにした基本料金は、利用しやすいように現金による運賃収受を基本とする。

◆多様な料金体系について

▲長期実験時の定期券チケット

支払方法：チケット
※基本運賃の200円を軸に１枚
分が無料で購入できるお得なチ
ケット

支払方法：現金
車両へ料金箱を設置し、運賃の収
受を行う。

支払方法：チケット

定員 ：最大５名 予約不要

運賃 ：基本運賃：200円（大人） ※回数券、定期券あり

運行日時 ：平日10：00～15：00（月・火・木）
：休日11：00～15：00（土・日）

※障がい者手帳等をお持ちの方・高校生は半額、中学生以下は無料。
※路線バス、デマンドバスとの乗り継ぎ利用の場合は200円引きを予定しています。



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

21

７．運営体制（案）

・本格導入時の運営体制は、飯南町が運営主体となる「自家用有償旅客運送」による事業とする。

・運行は、交通事業者（赤来交通）へ運行委託し、長期実験にも参画した地元ドライバーを直接雇用する体制を構築。

飯南町（運営主体）
〈生活路線バス〉 〈自動運転〉

利用者
住民・観光客

運行業務委託収支報告

運賃収入 運行サービス

自家用有償旅客運送者

赤来交通
・運行管理、車両整備管理の補助
・運賃収入の管理、飯南町への収支報告
・ドライバーの雇用（長期実験時のボランティアドライバー経験者）
・運行管理

既存の町営バス同様に
役場にてチケット販売

運行業務

チケット販売窓口



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

運行管理センター
（交通事業者）

自動運転車両 利用者

モニタリング

ドライバー
・ハンドル等は操作せず、
運行を監視（緊急時は
運転操作に介入）

リアルタイム情報

①利用者登録
②チケット購入
※定額券は現金

③乗車
※事前予約不要

・GPSによる
位置情報

予約不要乗車

個人情報

乗車券種別

氏名・性別

生年月日

連絡先

定期券／回数券

利用開始／期限

車内モニタリング

車両監視（画像）

車両位置確認

走行位置:赤名駅

・交通事業者への委託運行を基本として遠隔での運行状況をモニタリングする運行管理センターを事務所内に設置。

・長期実験でのニーズを踏まえ、予約不要乗車で運行をスタートし利用促進を図る。

・運行ルートの拠点となる道の駅でリアルタイムの運行情報を発信し来訪者の利用促進も図る。

事前の利用者登録

住所

免許保有

残回数

定時定路線の運行

道の駅
（運行情報提供機能）

道の駅への
来訪者

情報提供

利用促進
車外カメラ＋位置情報

７．運営体制（案）

22土日に映像を放映するなど利用促進の支援



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

・国道54号の交差点部の横断走行に対する安全対策として、本線の一般車両向けに看板及び電光掲示板による注

意喚起を行う（実装スタート後、２ヶ月程度の期間設置し、安全上の問題が無ければ徐々に撤去することを想定）

８．安全対策

至
三
次
市

至
松
江
市

110m
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200m 300m

看
板
4看

板
5電

光
掲
示
板

看
板
6

看
板
2

電
光
掲
示
板

看
板
3

看
板
1

案内看板 看板（電光掲示板用） 電光掲示板

4台 2台 2台

看板１２４５ 看板３６ ア、イ

横
断
中

120m
0m

220m300m

54

赤来高原

飯南町役場

赤名公民館

赤名駅

赤来観光ボタン園

萌美野
赤名保育所下市会館満福亭

つだストアー

井上治療院 美容院
銀行

赤名酒造

薬局

中市上自治会

福島邸

赤名小学校

1

2

34

6

7

7

9
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郵便局

Aコープ

憩いの郷衣掛

吉川吉盛堂
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5
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道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

・長期実験時に路上駐停車に起因した手動介入が多く発生したことを受けて、銀山街道の民家連担地に路面標示や

ピクトを設置。また、一般車との輻輳が生じやすい道の駅駐車場にも誘導ラインとピクトを一定期間設置（約２ヶ月）

８．安全対策（案）

24

至
三
次
市

至
松
江
市

路面標示・ピクト
路面標示:3箇所
ピクト:7箇所

路面標示:縦30000mm
ピクト:縦900mm,横1200mm

：路面標示 ：ピクト

54

54

54

① 道の駅

②銀山街道 店舗・施設の連担保区間

③銀山街道
（北側）

④銀山街道
（南側）

ピ

ピ

ピ
ピ

ピ
ピ

ピ

ピ

路

路
路

路

⑤国道のアクセス道
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道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議

媒体 広報計画（案）

〇自動運転車両の愛称募集
・８月～９月初旬にかけて、赤名地域の方を対象に“愛称”の公
募を行う。
・運行スタートに合わせて、愛称のお披露目等を予定。

〇地域の方への利用説明会
・自治会サロン、交流会等々の地域会合の場を活用して、自動
運転サービスの利用者登録や利用方法について説明する機会
を設ける。

〇チラシ・ポスター ・実装開始に向けて、周知のチラシ・ポスターを作成
（町内の道の駅、町役場、公民館、スーパー等の各施設）

〇ポータルサイト ・長期実験時に開設したポータルサイトの運用

〇記者発表 ・飯南町ホームページを中心に、関係機関（中国地方整備局や
松江国道事務所ホームページ等）にて、記者発表を適宜実施。
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９．広報計画（案）



道の駅「赤来高原」を拠点とした
地域実験協会議10．事業スキーム（将来の展開）

ｻｰﾋﾞｽ連携
(地域ポイントなど)

地域住民

利用者① 平日

広告費・協賛金

・県内企業
・自動運転関連企業
（車両・センサー・通信・電力等々）

町外企業
協賛金

企業版ふるさと納税
（寄付）

運行に関する補助金（国）

◆地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統補助）

運行主体

運行管理／車両整備管理

飯南町

（有）赤来交通

委託費 運賃
収入

自家用有償旅客運送（§78）

大学等の研究機関

◆研究フィールドとして活動
〇町内での大学生との交流・連携⇒活性化
〇実験、データ取得 ⇒運行のPDCA
〇論文発表 ⇒知名度向上

地元の企業・事業者・商
店等々

地元企業

：金銭的な支援（将来に向けて検討）
：サービス等での間接的な連携・支援

・町民や観光客、視察等の利用者による運賃収入を見込む。

・将来的には、企業等からの広告費・協賛金などの運賃外収入による事業収入を見込む。

・また、先端的な取組を行うことで大学等の研究機関の研究フィールドとしての活用など、まちづくりへの展開も検討する。

26

※次年度に向けて補助申請準備中

：大学等との連携（研究フィールド）

①日常生活の移動手段

観光客

利用者② 休日

②観光周遊・散策

自治体・関係機関

利用者③ 不定期

③視察目的

大学・民間

運
賃

(

旅
客
サ
ー
ビ
ス
）

運
賃

(

旅
客
サ
ー
ビ
ス
）

運
賃

(

旅
客
サ
ー
ビ
ス
）

イベント参加者

イベント・地域振興活動

ぼたんまつり／お花見 など 参加費や
イベントでの消費

※収穫期はリンゴ園ルートの
活用も検討

※視察ツアーなど
赤名地区（自動運転体験）

～頓原地区（大しめ縄創作館）

≪ 運 賃 外 収 入 ≫ ≪ 運 賃 収入 ≫

自家用有償旅客運送に抵触しないよう、
無償運行なども視野

滞在時間を増やし飯南町での消費を期待 滞在時間を増やし飯南町での消費を期待

【凡例】将来に向けて検討
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